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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織を切除するための電気外科器具であって、
　処置すべき前記生体組織に接触するための組織処置部と、
　フレキシブルケーブルを介して前記組織処置部に接続された柄部であって、前記組織処
置部は、外科スコープ装置の器具チャネルを通して挿入するのに適した遠位端アセンブリ
を形成する、前記柄部とを含み、
　前記組織処置部は、
　生体組織を切除するのに適したマイクロ波エネルギーを発生させるように配置された電
力増幅器を含むマイクロ波電源と、
　前記マイクロ波電源に接続された放射構造体であって、前記生体組織内に前記マイクロ
波エネルギーを送出するように構成された前記放射構造体とを含み、
　前記電力増幅器は前記放射構造体に可変伝送線によって接続されている、前記電気外科
器具。
【請求項２】
　前記電力増幅器はワイドバンドギャップ半導体トランジスタを含む、請求項１に記載の
電気外科器具。
【請求項３】
　前記電力増幅器はＧａＮ系ＨＥＭＴを含む、請求項１または２に記載の電気外科器具。
【請求項４】
　前記電力増幅器はクラスＦデザインを有する、請求項１から請求項３のいずれか１項に
記載の電気外科器具。
【請求項５】
　前記マイクロ波電源は前記電力増幅器を駆動するための発電機回路を含む、請求項１か
ら請求項４のいずれか１項に記載の電気外科器具。
【請求項６】
　前記発電機回路は、
　ＤＣ入力信号を受け取ってマイクロ波周波数信号を発生させるように配置された発振器
と、
　前記マイクロ波周波数信号を受け取って前記電力増幅器に対する入力信号を発生させる
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ように配置されたドライバ増幅器とを含む、請求項５に記載の電気外科器具。
【請求項７】
　前記組織処置部は電源を含む、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の電気外科
器具。
【請求項８】
　前記電源はＤＣ電力を発生させるための電池である、請求項７に記載の電気外科器具。
【請求項９】
　前記電源は、外部電源からの電力と誘導または磁気カップリングするためのカップリン
グユニットを含む、請求項７に記載の電気外科器具。
【請求項１０】
　前記可変伝送線は調整可能な電気長を有する、請求項１に記載の電気外科器具。
【請求項１１】
　前記可変伝送線は軸方向に伸縮可能な同軸構造を含む、請求項１または１０に記載の電
気外科器具。
【請求項１２】
　前記電力増幅器は、前記可変伝送線の前記電気長を調整するために、前記可変伝送線に
沿って前記放射構造体に対して移動可能である、請求項１または１０に記載の電気外科器
具。
【請求項１３】
　前記組織処置部はスリーブによって囲まれている、請求項１から請求項１２のいずれか
１項に記載の電気外科器具。
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摘要(译)

一种电外科手术器械，其中用于获得微波功率的放大器位于与辐射结构
相同的区域中，该辐射结构用于将该功率输送到器械的远端部分。 该仪
器可以通过手术观察仪器（例如内窥镜）的仪器通道插入。 整个微波产
生系列可以集成到仪器中，仅需要直流输入功率。 因此，可以避免已知
设备中存在的微波功率损失和伴随的缺点。 可以使用宽带隙半导体材料
（例如，GaN和GaN基合金）制造放大器。 这些材料允许制造在RF和微
波频率下工作的设备。
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